
まちの発展と文化財にまつわる秘話などを歴史ニュースとして紹介します。
▶問合せ　播磨町郷土資料館　学芸員　渡辺昇　☎079（435）5000

　昨年度、郷土資料館では別府鉄道の特別展を開催しました。別府鉄道の車両は郷土資料館にデ
ィーゼル機関車DC302と客車ハフ５が、加古川市円長寺駅跡に気動車二代目キハ２が、平岡町
中野に貨車ワ－124の４両が保存されています。県外にも２両の車両が残されています。1両は
神奈川県海老名市の相模鉄道かしわ台車庫に客車ハフ７が、１両は長野県佐久市にあります。と
もに別府鉄道の前に走っていた故地（神中鉄道・佐久鉄道）に戻ったもので、元の色調に塗り直
されています。佐久市成知公園には気動車キハ３（佐久鉄道キホハニ56）が蒸気機関車C56と
ともに静態保存されています。ところが車両だけでなく、警報機や信号機なども運ばれていまし
た。説明板には別府鉄道とあり、信号機にも別府鉄道と記されています。車両の里帰りに連れ立
って運ばれたものですが、車両以外は別府鉄道にあったものでしょう。播磨町には警報機があり
ませんので、里帰りしてもらいたいものです。
　播磨町域の別府鉄道廃線跡はご存じのとお
り「であいのみち」として整備されていま
す。西側にも大中遺跡から別府港まで線路は
延びていました。一部整備されていますが、
未整備部分もあり廃線ウォークの楽しみが残
っています。今も線路跡や鉄橋跡が残されて
います。以前、「であいのみち」にもレール
が残っていたそうですが、今は見ることがで
きません。

別府鉄道廃線32年―信州佐久に別府鉄道の遺品―

▲別府町に残っているレール

▲佐久市成知公園に保存されているキハ２と信号機

あんぜん・あんしん
　　　 暮らしのメモ帳

播磨ふれあいの家だより播磨ふれあいの家だより

▶申込み・問合せ　播磨ふれあいの家☎０７９（６７８）１４８１　朝来市多々良木1244-1
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　お正月明けから２月末までの期間、「カニすきプラン」+
「岩津ねぎのお土産付き」の特別企画を実施することにいた
しました。冬はどうしても雪の影響で、お車でお越しいた
だくというのが不安になろうかと思います。しかし、心配
ご無用！播磨ふれあいの家の無料送迎バスを使って安全に
お越しいただけます。
　播磨町の皆さん！この機会に岩津ねぎのお土産付きの「カ
ニすきプラン」を予約して、ご家族やお友達とご一緒にバ
スでお越しください。

▶期間　１月４日（水）～２月28日（火）
▶プラン名　冬の特別企画
▶内容　カニすき（お魚刺身、焼きガニ、カニの天ぷら、ぞうすい、デザート）
▶費用　13,905円（大人１泊２食付）※平日は500円割引。
▶条件　播磨町在住の方が 1 人以上同行していること
※最低催行人員　2 人。
▶申込み・問合せ　播磨ふれあいの家☎０７９（６７８）１４８１
※ご予約時に「冬の特別企画」とお伝えください。
▶送迎バスの時刻

冬の特別企画
岩津ねぎのお土産付き

11：50　土山駅南口
12：00　播磨町役場
12：15　東加古川駅南口

帰　り
10：00　播磨ふれあいの家

（帰りの途中、道の駅フレッシュあさごに
20分立ち寄ります）

行き（出発時刻）
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